
この度の西日本を中心に全国各地で発生した
記録的な豪雨被害により、お亡 くなりになられ
た方々に心よりお悔やみを申し上げますととも
に、被災された全ての方々に心よりお見舞いを
申し上げます。
第78回定時社員総会にて、平成30・ 31年度の

役員が選任され新体制が整いました。会長とし
て2期 目を拝命させていただ くことになりまし
た。引き続き、将来的な視点に立ち、当技師会
の活性化や公益社団法人として抱えている課題
の克服について取 り組むつ もりであります。ま
た、日本診療放射線技師会との綿密な関係を保
ち、診療放射線技師の地位向上に取 り組むつも
りであります。
当会の存続には、財政基盤の整備が重要な課

題のひとつです。総会において会費規定の改定
を承認していただき、公益目的事業会計と法人
会計の按分を4対 6と することで余剰金の発生
や正味財産の減少を抑える効果が期待できるよ
うになりました。次は、研修センターの運用が
課題になつています。現在の研修センターは
1996年 10月 に秋田市太平山谷に先人達の英知
を結集して建設1)さ れ、重要な拠点として22年
が経ちました。2013年 に公益社団法人化1)し た
際に、研修センターは公益的事業の運用がなさ
れていないために、維持管理費が法人会計の対
象になってしまいました。今後は、外壁・屋根
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2018夏 :次の世代につなぐために

(公社)秋田県診療放射線技師会 会長 豊  嶋  英  仁
塗装等の修繕に多額な費用が必要になることが
予想されますが、その費用を全て法人会計に含
めることは困難です。研修センターの公益的使
用の例としては、研修会や被ばく相談を開催す
ることがあげられます。しかし、収容人数制限
や利便性に課題があるため容易ではありません。
そこで、理事会内でワーキンググループを結成
し、対策を検討していただくこととしました。
当会の活性化には、日頃から会員の皆様から

大変なご協力をいただいてお ります。次の世代
につなぐためにはさらに、研修センターの運用
課題について、検討していかなければなりませ
ん。今後とも会員皆様のご理解とご協力をお願
い申し上げます。

資料1)(公 社)秋田県診療放射線技師会 60周 年記念誌
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新理事 挨拶

理事就任のご挨拶
この度、県技師会の理事を務める事にな
りました北秋田市民病院の鈴木準と中しま
す。理事は初めての経験で右も左もわからな
い状態ですが、豊嶋会長はじめ諸先輩理事
の方々にご指導を賜 りながら、自分にでき
る仕11を コツコツとゃ り遂げていきたいと
考えてお ります。一刻も早 く理事として戦

1北秋田市民病院‐1鈴 木 準

力になれるよう努力し、会員の皆様のお役
に立てるよう精進していきたいと思います。
せつかく与えていただいた機会です。今まで
以 上に人とのつなが りを大切に、自分自身
の成長にも繋げていければと考えてお りま
す。まだまだ米熟者の私ですが今後とも何卒
宜しくお願い致します。

理事就任挨拶
この度、秋田県放射線技師会理事の任を

承 りました JA秋田厚生連湖東厚生病院の
佐藤進と申します。
これまで県北中央地区の厚生連 4病院で

勤務、県技師会には二十数年在籍 し様々な
セ ミナー等に参加拝聴する機会はあ りまし
た。しかし運営側に立っての活動は支部での
それを含め皆無であります。
今 回はこの ようなお話 を頂 きましたが

極々凡人の私が人様に誇れるような何か も

湖東厚生病院 佐  藤 進

持っていることもありません。また周 りの知
識豊富な理事の方々には甚だ気後れすら感
じる有様であります。
これから理事 としての活動に辺 り諸先輩

方の御指導を仰 ぎながら会運営の一助 とな
れるよう、 また会員の皆様や理事の方々、
そして会に迷惑のかからないよう与えられ
た任期を精一杯頑張 りたいと思います。よろ
しくお願いします。

新理事を―任命されて 秋口大学医学部購属1病1院|1篠 原 俊 晴

昨年まで中央支部で実行委員を務め、本
年度より理事を仰せつかりました。初めての
ことですので右も左もわからない状況でお
ります。昨年の秋放技ニュースの巻頭言で豊
嶋会長より、秋田県の組織率 (放射線技師数
に対する会員数の割合)は 東北地域ではナン
バーワンであり全国的に見てもトップクラ
スとのことでした。会員数が増えていること

はとても喜ばしいことでありますЭしかし同
時に、会員の皆様に満足のいくような運営
ゃ企画をしなければならないという使命感
や緊張感も感じております。まだ経験の浅い
未熟者ではございますが、諸先輩方に多く
のことを学びながらも精いっぱい任を全う
したいと思います。どうぞよろしくお願いし
ます。



AART NEWS 秋放技ニュース 通巻66 (3)

新理事 挨1拶

理事就任にあたらて
この度、定時社員総会において平成30・

31年度の秋田県診療放射線技師会理事を務
めさせて頂 くことになりました大館市立総
合病院の羽澤と申します。今までは会員とし
て県技師会のもと様々な情報・請習・企画に
数多 く参加し自身をスキルアップさせて頂
きました。
当たり前の様に活用させて頂いた場面が、

すべて諸先輩理事の企画・運営に尽力した賜
物であることを今回の理事就任で強 く感じ、
深い感謝と共に責任の重さを痛感しており
ます。
始まって僅かですが総会・学術大会と理事

会に出席して、役員の皆様の活動を拝見さ
せて頂 きましたが、右も左もわからない木

理事就任挨拶
今年度より理事 としてお世話にな ります

大曲厚生医療センターの小林です。
理事役割で放射線安全管理委員長の役を

仰せつかりました。
これ まで一会員として放射線安全管理委

員や医療画像情報委員 として会の運営に携
わってきましたのでその経験を活か して参
りたいと考えてお ります。
さて、J¨RIME医療被ばく研究情報ネット

ワークより最新の国内実態調査結果に基づ
く診断参考レベル「DRLs 2015」 が公表され
てから3年が経ちました。日常診療で用いて
いる線量は果たして適切に管理運用されて
いるのだろうか ?と 言 う事が今まさに問わ
れてお ります。そのような中で日本診療放射
線技師会が進めている被ばく低減施設認定
の役割は大きなものとなってきています。線
量管理の在 り方を効率的に進める手段 とし

本Ⅲ亭|1琴ヤンー″||||ヽ11林|1林木||
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熟な自分に務まるのか不安を抱いていると
ころで有 ります。先輩理事にご指導ご協力を
頂きながら少しでも貢献できるよう頑張 り、
秋田県技師会の発展のため活動できれば、
と思っております。
我々の医療現場での立ち位置は難しいも

のが有 りますが、取 り巻 く環境は日々変化
しています。これに対応して次に進み繋げて
いくことは大変です。微力ではありますが
会員皆様が活用する場を提供出来る様に頑
張つて参 りたいと思いますので、会員の皆
様方のご理解とご協力を心からお願い中し
上げて、簡単ではございますが挨拶に代え
させて頂きます。任期中、ご指導よろしくお
願い致します。

てこれまでMPPSを 用いて来た施設もあった
かと思いますが、昨年MPPSが リタイアし、
変わってDICOM―RDSRが管理の主体となり
ましたので機器更新のタイミングでSRを主
にした線量管理システムの構築が必須とな
ります。ここで存在感を発揮しなければなら
ないのが放射線管理士、放射線機器管理士、
医用画像情報精度管理士ではないでしょう
か?さ らには、患者や被験者に対する説明
を適切に技師が行うことも厚労省の医政発
0430で 求められていますので被ばく相談員
の役割も大切になってきます。
放射線安全管理委員会では年に2回 開催
しているセ ミナーを通じて医療被ばくの適
正化とその管理運用方法に関して情報提供
を行うとともに被ばく低減施設認定の取得
を推し進めて参りたいと考えております。皆
様のご協力をよろしくお願い致します。

'||||||11:||:11111,||,1111



(4) AARtt NEWS 秋放技ニュース 通巻66

ら 功労賞の表彰る
だ………………………"[表 彰]

畠 山 保 雄 様   藤 井 真 紀 様
1‐.                                     ′.,,_……Ⅲ……Ⅲヽ・1・・・___、 . ‐́ ′‐`‐・‐・―‐́… ‐ヽ́‐・‐ヽ…・・Ⅲ…ヽ‐́…″・ `‐

この度は、公益社団法人秋田県診療放射線
技師会定時社員総会にて功労賞を賜 り誠にあ
りがとうございます。この賞を頂 くにあたり、
会員の皆様、理事の皆様のた くさんのご協力
とお力添えに深 く感謝と御礼を中し上げます。
また理事会への出席にご協力いただいた能代
山本医師会病院のスタッフに感謝申し上げま
す。
平成18年 より、県北支部の理事 として参加
させていただき、平成20年、28年 には県理事
にも参加させていただきました。豊嶋会長を
はじめ理事の皆さんと知 り会えたことは、と
ても有意義であったと感 じてお ります。就職
した30年前 は、技師 3人 の職場であ りまし
た。能代に就職 したきっかけは、能代市保健
センター開設による健診業務の開始に合わせ
てのことで した。胃透視の経験がなかったの
で秋田県保健センターに 1か月間研修に行か
せていただき、春日さんをはじめスタッフの
皆様には大変お世話にな りました。また、撮
影技術 も十分に出来ていない私に施設長より
ていねいに読影の仕方も教えていたださ今で
もとても役立ってお ります。研修会に関して
は県の学術大会、県北学術大会など年に数回
のみの開催でしたが、現在は、秋田県で もほ
ぼ毎週のようにどこかで研修会が開催される
ようにな りました。これは、医療技術の進歩
を考 えると当然のことなのか もしれ ません。
最近では、若い会員が多 く参加 し発表してい
るのを見ると、とても誇らしくまた頼 もしく
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感 じます。自分で疑間を持つたことをいろい
ろな文献で調べ実験 し発表することにより、
診療放射線技師としてひと回り大きく成長す
ることは間違いありません。まずは院内勉強
会から、そして支部学術大会へどんどん発表
していつて下さい。始めることが大切です。
社会の変化と共に医療に対する考え方も変化
しています。特に震災による福島第一原子力
発電所事故により被ばくへの関心が高くなり、
よりされいな画像からより適切な画像提供ヘ
変化 しています。また、DRLsの 発表により
私たちの業務もよリー層「現在」に見合つたも
のにして行く必要があります。県北支部では、
毎年の宿泊による学術大会の他、熊鍋ツアー
や最近ではキャンプなども開催されています。
多くの会員が参加して下さるからこそ行える
行事だと思つております。支部研修会にして
も40名以上は必ず出席していただいており開
催する側としては、とてもうれしくまたや り
がいがあります。少人数の職場も多く、お互
いの業務などの相談も気軽に出来るようなと
ても良い関係が築かれていると思います。
最後に、公益社団法人への移行作業の大変
さをそばで見させていただき、今回の私の受
賞は、理事をはじめ会員の皆様の日々の苦労
と技師会の歴史を創 り上げてきた諸先輩方の
功績による賜物と思っております。今後も技
師会の一員として参加していきますので、皆
様のご指導ご鞭撻の程よろしくお願い中し上
げます。
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賞の表彰総

この度は功労賞をいただき誠にありがとう
ございます。このような賞を私がいただける
なんて思いもよりませんでしたが、理事をは
じめ会員の皆さま、職場の皆さまの御協力と
御理解があってのことと深 く感謝いたしてお
ります。
理事に推薦されたときはちょうど職場が変

わり2年 目を迎えたときでした。まだ下の子
が4歳になつたばかりで家庭と仕事の両立だ
けで精一杯と思っていましたので、自分にこ
のような役日がはたして務まるものか不安で
いっぱいだったことを覚えております。
理事になつてからは主に救理による活動に

携わつてきました。毎年恒例の母のロキャン
ペーンやピンクリボンキャンペーンなど、救
理委員や女性会員の皆さまにずいぶんと助け
られながらやってきました。 また」ARTに よる
女性サ ミットに参加し、そこから派生した東
北女性WG『みちのくこまち』にも参加させて
もらい、たくさんの女性会員の方々と交流す
ることも大変刺激になり、良い経験をさせて
いただいたと思っております。
もうひとつ心に残ることは、秋田県の乳が

ん部会の委員として参加させていただいたこ
とです。これは秋田県の乳がん検診の実施要
綱や乳がん検診のあり方について意見交換す
る会です。当初はそのような話し合いの場に

私が参加するなんて恐れ多いという感じでし
た。そんなときにMMG研修会にてインシデン

卜について会員同士での話 し合いがあ り、そ
のひとつとしてペースメーカー装着、V―Pシャ
ント施行者だと気づかずに撮影した、という
ものがありました。検診現場で働 く私自身何
度か経験しておりましたが、他施設でもそう
いったことが起きていることを改めて知 りま
した。そこで調べてみたところ、他県では実
施要綱に対象外としてしつかりと記載されて
いるものがあるのに対し、秋田県では対象者
の欄にはそういった記載が全 くされておりま
せんでした。乳がん検診をするにあたり、実
施する市町村、受けられる県民の皆さまにこ
れではいくら私たちが現場で説明しても何も
変わらないと感じ、部会にて対象外について
記載してくださるようお願いしました。ほん
の僅かな事ですが、実際の現場に関わる診療
放射線技師でなければ分か りえないことだと
感じ、また私たちの役害1を 示すこととして重
要なことだと思いました。
これからは会員のひとりとして、微力では

ありますが技師会の発展にご協力できればと
思っております。今後とも皆様の御指導御鞭
撻を賜 りますようどうぞよろしくお願い中し
上げます。
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(ら奨励賞の表彰る
[表 彰]

瀬 直 樹

奨励‐賞|を受賞|して|

この度は、公益社団法人秋 111県 診療放射線
技師会奨励賞を賜 りました。このような栄誉あ
る賞を頂き、恐縮するとともに大変光栄に存じ
ます。受賞にあたりご推薦いただきました公益
社団法人秋「H県診療放射線技師会会長、副会長
ならびに

'I事
の皆様方に心よりお礼中し Lげ ま

す。
受賞に至つたきっかけは、公益社団法人秋IH

県診療放射線技師会の事業でもある「放射線安
全管理委員会」に平成26年度から微力ながら関
わらせて頂 くことができたからだと思っており
ます。
医療における放射線防i隻や管llは 、診療放射

線技劇iに とって避けては通れない責務だと知 り
ながらも、今まで積極的に携わってこなかった
私に、委員会に参加させていただくことで自党
を持たせてくださいました。
平成26・ 27年 には、佐藤義春委員長の元、

平成28・ 29年からは、加羽馨委員長の元で素
1晴 らしい委員の皆様に恵まれ、年 2 LIの「放射
線安全管理セ ミナーJを企画し開催して参 りま

|:裏基1農嘉震|||1底|1嘉|1薔|‐懸
した。企画する以上は、私自身も内容を理解す
る必要があると感じ、委員の皆様からご指導
を頂くことでより理解を深めることができまし
た。委員の皆様との出会いには、とても感謝し
ております。有難うございます。
今|口 |、 このような賞を頂いたことで、私自

身、今後どのように秋田県民の医療ゃ公益社lNll

法人秋田県診療放射線技師会に貢献することが
できるかが重要になると思っております。
奨励賞とは、今後への期待や激励などの意味
を込めて授与される賞と伺つております。
その点で今後やらなければならないことは、

放射線安全管理委11会の目的の一つでもある
「被ばく低減施設認定J取得の推進と、今年度発
足しました「秋田消化管撮影研究会」の活動を推
し進めることだと考えますc

最後になりましたが、今日までご指導ご鞭撻
を頂いた諸先輩方ならびに公益社|]法人秋田県
診療放|・l線技師会の皆様、そしてかづの厚生病
院・北秋田市民病院の皆様に深く感謝申し「1げ
ます。

様湯

戯
驚

一診
難
へ
殉
応
繭
と
厩
望
一



AART NEWS 秋放技ニュース 通巻66 {7)

第 78回定時社員総会・特別講演に参加して
市立田沢湖病院 齊 藤 青目 日青

平成30年 5月 19日 (L)「 にぎわい交流館 A
UJ3 F多 目的ホールにて第78回定時社員総会が
行われたこ
総会に先 立ち、表彰式が行われた=功労賞を

受賞 された |||||lf力 t雄 会 ltと 藤リトメ〔紀会itは 、私、
とはり|!lf会 のl11サリ|に も等 しい.お 二人は、支11`

長や救理委員長として、当会で中心的に事業展
開して ドさつた。奨励賞を授与 された湯瀬直樹
会員は、実験や研究を通 した価値ある発表など
が評価された もので、更に活躍が卿]待 される

`ノ〉後 llLい
||、「サリ|に り|!llfに なつていただき、 千腕を

発Iliし ていただきたいと思っている.

総会では、「会費規定改定の承認を求める件J

に審議時間が多 く配分されたc執行部から、同
規定の改定のための経緯が丁寧に説明されたが、
今後も当技師会を継続するためにも改定するこ
との必要性を会liが |ヽ 分にり|!解することができ
る内容であつた[

この後に、当会を今後 2年 間、運営する20名
の理事 と2名 の監事が候補者 として挙げられ、

鷲聘濶藉曇蓋曇珀癬瞥:鷲諄

承認された,今 |||で 理|!|||を 選任する自分にとっ
ては特別な思いであった。
私が理事として運営に携わらせていただいた

のは平成22年からの8年間であつた.特 に、レ
ントゲン祭(後 の医療放射線 lli像 展)は 公衆を対
象にした人月11りtな 公益il千 業であつた=ア ルヴェ
の|サ H ll:会 場で行つたバネル展示や1静i演 のことは
かりではなく、FTl催 のため催し物を考え、バネ
ルを準備するなど、研修センターで行ったこと
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もた くさんの思い出となっている=F‖
事 として力不足ではあったが、執行部
や会員の皆様に支えられ、何とかやつ
てこられたと思っているc心から感謝
|||し Lげたい.

|キ リ1 :|キ IJ〔 くFは、  ルkl‖ りt 、アIM I自 [↑了||り「
究セ ンター 放身」線 lk tt lll究 部 の1'F

究員である、松原仕亮先生から「Deep
learningで 何が変わるのか ?―放射線
診療への応用 と展望」と題 して講演を
承つた。我々、診療放射線技師にとっ
てAIゃ ビックデータは真新 しい |:葉
ではない。ただ、人工知能 。大量の情報とは知っ
ていても多くを知っている訳ではない。AIは
医療分野で、CT'MRI・ PET等 で多くの
発表があり、応用されているという。色々な分
野に興1味 を持つてきたつもりであつたが、 |′ 1分
の知識不足を痛感した。
先生のllll究 は専ら、‖li像 から病変を有|1出 、lll

写するものであったc Deep learningは 指摘した
特徴を機械に抽出させていく、従来の機械学習
(ML)を 更に発展させたものであるという。機
械学習では異常な特徴を人間が指定、入力する
イ∫FI:が ある., こオ■に文寸してDeep learning (深
層学習)は、AII′ |ら が|、F徴 の1設定や組1み立てを
行って進化するもので、機械学習に対して更に
精度を高めることができるようになるという.

そのための多くの情報を取 り入れ進化させる必
要がある。このたび韓国で対局が報道され人間
に勝った レJ斗+AI「 AlphaGo」 もこれであると
いう3 /〉

`壺

は、 Deep learningで、 〕現イ王θD力 1ヽ人 か
ら今後の変化、 予後までをAIで推定できるよ
うになるというc

では、何でもAIが判断するような時代が来
てしまうのか。人間は色々な分野で不必要になつ
てしまうのか。とても、不安になつた.だがA
Iが進化のため、多くの情 日ヽ1を 集積しているう
ちに、人間の日・感覚で捉える特徴とAIの捉
える作業に違いが起こる。またノイズまでも認
識してしまい、誤った判断をしてしまうという.

最終的には、人間が直接確認しなければならな
いというc AIは 1矢 療で診療のアシスタントは
するが、全てをAIま かせにすることはできず、
必ず医師なりが、確認しないと誤 りが起きると

姿
::薔 :::
撻ヽ till

逮

のことであった。ここにきて、私はようや くホッ
としたこ講演中、ハ リウッド映画のように、こ
のままでは、AIに 人類が飲み込 まれてしまう
と感じていたからである.興味を引 くすばらし
い講演のため、時間が短 く感じられた=

先日、「82イ li前、中卜紺Lの 記憶」として戦 |)fiの モ
ノクロ写真をAIで よみがえらせた111像 が公表
された=機 械学習で行つた ものなのか、Deep
learningも 使つた ものかは判らないが、AIが
身近であることも感 じた。今回は、最新のAI
について、めったにお聞きすることのできない
おil舌 であつた[多忙中にもかかわらず、瀞i演 し
て くださつた、松原先イ11に は、′とヽから感謝を中
し上げると共に、今後、益々の発展とご活躍を
願っている.

今回の総会及び特月1講演 も大変充実 している
内容であつた。会員の皆様 と共に今後 も研鑽に
励んでいきたいと思っている.

‘
，
ま
す
譲
饉
畿
鱗
鰺
継
籐
鷺
難
爾
畿
鷺
菫
爾
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平成30年度

学術大会・学術講演会報告 市立秋田総合病院 田 村 博 文
平成 30年 5月 19日 (l11)、 20日 (日 )

の 2日 間、秋田市にぎわい交流館 AUの 多
目的ホールにおいて、平成 30年度 (公社 )

秋田県診療放射線技師会学術大会並びに学
術講演会が開催されました。
今年の学術大会は、19日 (十 )の特別講

演後に 12演題、翌日に 18演題、 2日 間に
わたつて計 30演題と、ここ数年では最多の
演題数となりました。前日からの大雨と河
川の氾濫で、会員の参加状況が危ぶまれま
したが、2日 間とも予想を上回る多くの会
員が集まりました.

内容 も血管撮影、線量評価、MRI、 乳
腺撮影、CT、 放射線治療、一般撮影、核医学、
と多岐にわたり、特に、MRI検 査に関す
る演題は 7演題と最多でした。どの演題に

おいて も、活発な詞論があ り、とて も熱い
学術大会とな りました。学術大会終 了後に
は第一三共株式会社と共催のランチ ョンセ
ミナーがあ り、造影剤 「オムニパークJに
関する情報提供が行われました。
学術講演会では、社会医療法人高清会高

井病院放射線科技師長の上井 司先生より「医
療安全を科学する ～根拠ある安全啓発を日
指 して～」 と題 してご講演頂 きました。土
井先生は、医療安全に自身のご趣味である
登山の経験を交えて、非常にわか りやす く
ご講演下さいました。皆さん、医療安全の
重要性を再確認できたことと思います。
学術大会・学術講演会 と、あっという間

でしたが、大変充実 した時間を共有できた
2日 間であつたと思います。
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平成29年度
マネージメント研修会開催報告

能代山本医師会病院 畠 山 保 雄

平成 30年 2月 3日 (t)、 秋田県立脳血
管研究センタ=講堂にて平成 29年度マネー
ジメント研修会が開催されたc会員 38名、
賛助会員7名 の参加があった3

初めに最新の医療政策動向について、GE
ヘルスジャパン株式会社株有 [11葉 r氏が講
演された。診療報Ell改 定における画像診断
関連の詳細な内容および地域医療構想・病
院経営効率化支援などについて言及された。
画像診断分野の方向性については、 3 TMRI
の評価や心臓 MRI・ 小児鎮静化 MRlな ど実
態に合わせた改定要望などが取 り 11げ られ
た.ま た、画像診断管理加算 4の創設など
も紹介された。
続 いて 「放射線部門の リスクマネー ジ
メン ト」をテーマに 5名 の会員による発
表が行われた.ま ず、加藤 守氏 (秋 田県
立脳血管研究センター)に よる 「IVRに お
ける医療従事者・患者被ばく管理 *最近の
ICRPの動向を踏 まえて *」 の講演が行わ
れた.ICIP Publication85の 考え方が現在
の被ばく線量管理の基本になつていること、
Publicalon 120で の被ばく用語の修正につ
いての解説、被ばく線量の管理などを説明
し、皮膚障害への対応の大切さを訴えた。
次に郡山 邦夫技師長 (市 立横手病院)が

「CT検査急変時におけるシミュレーション
訓練の経験」をテーマに講演 した。動画 も
交えながら反省点などを話され、訓練の大
切さや必要性を感 じた。 2度 目の訓練 とい
うことで、手際よく行動されている様子が
うかがえた。
続いて黒澤 慎哉氏 (秋 田労災病院)が 「労

災病院グループにおけるM斑 の安全管理に
ついて」講演 した。吸着事故、フロンガス
抑制法、貼付斉1、 刺青患者に対する同意書に
ついて話された。吸着事故の具体的な事例
をあげ、フルメンテで も相当の金額がかか

ることを紹介した。また、貼付剤フェントス・
フェンタニルテープなどは麻薬取締法によ
り廃棄 してはいけないことなどが紹介され
た。安全確認の大切さが再認識された。
4番 目として

'「

藤 消午技師長 (能代厚生医
療センター)が 「放射線治療の安全管理」に
ついて講演した。治療の流れから線量校正、
線量管理の具体的な方法、独自の工夫など
を紹介した。大館市立総合病院との連携な
どが紹介され、マニュアルの整備 と他施設
との横のつなが りによる安全を担保し合う
什藉1み伯1り が必:要 とした。
最後に加羽 馨技師長 (|ド 立角館総合病院)

が 「病院新築における安全対策Jについて
講演を行った。新築計画から開院までの流
れ、開院での許 Hf中 請と保健所への手続き、
機器搬入スケジュール、装両紹介などを話
された=新たに HIS・ 剣S・ PACSな どの導
入があ り、業務が軌道に乗るまで も大変な
ご苦労があったと思われる。
医療現場における安全管理の重要性は増

すばか りです。放射線診療においては、通
常必要とされる一般安全管理に加え、被ば
く管理・造影斉1使 用時の安全管理・MRIに
おける高磁場対策・放身l線治療における線
量管理などが必要にな ります。今回の講演
会を期に安全性の再確認をして頂ければと
思います。    |

―‐‐ ‐―――・ ・́・・ ■ 111
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母 の 日 キ ャ ン ペ |■―ン

今年 も例年通 り、母の ロキ ャンペー ンが開
催されました。集合時間が近づ くと徐々に参加
者がぼぽろ―どに集 まり、慣れた感 じでバンフ
レットとティッシュをかかえて、それぞれu■L布
しはじめます。配る時間はあつという間に終わ
り、最後は全員で記念撮影をした りして無 IIに
キャンペーンは終 了です。救理がこのキャンペー
ンに参加させてもらつてからすでに15年以上に
なると思います。いARTホ ームページの救理記
事より。)主催されているあけぼの会は、マンモ
グラフィによる乳がん検診がまだ始まっていな
かつた時代から長い問、このキャンペーンを続
けてきたことを思うと、本当に頭の ドがる思い
です。こ存じの方も多いですが、会長の佐藤清

秋田県総合保健事業団 藤 丼 真 紀

子さんもご高齢になり、足腰が弱 くなってきて
いるとお話されながらも、駅前でのキャンペー
ンだけでなく県北や県南で行われるキャンペー
ンにも必ずご自分で行つています。 (今 回の県南
でのキャンペーンでは人雨の影響で電車が動か
ず断念したようでしたが・…。)
マンモグラフィは広 く知られる検査となりま
したが、まだまだ受診されたこと力Sな いという
方も多く、lUの お母さんたちは(私 も含め)自 分
のことを後回しにしがちです。母のロキャンペー
ンのイベントが検診に向かうきつかけのひとつ
として、少しでも役立って くれればとL/」 に願い
ます。

母の日キャンペーンに思 うこと

母の日キャンペーン 参加者
秋田赤十字病院    関 谷
」CHO秋田病院   平 塚
秋田県総合保健事業団 藤 井

市立角館総合病院
雄勝中央病院

千 春
美由樹
真 紀

一膝
橋

工
古同

I留利子
麻冴子
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放射線安全管理セミナーに参加して
秋田厚生医療センター 柳 原 達 宏

平成 30年 5月 19日 に秋 III II∫ にぎわい交
流館で開催された放射線安全管理セ ミナー
に参加させていただきました。今回のテー
マは 「秋田県における放射線安全管理の取 り
組み事例」ということで、多くの講師の方々
から患者さんへの被ばくllt減 について、他施
設での |:人などを学ばせていただきました。
講義の中には今話題になっている医療被

ばく低減施設認定についてもありました。認
定について具体的にどのようなことをすれ
ばよいのか疑ド||が 多かったのですが、講師で

あ ります法花堂会員のわか りやすい説明の
おかげでそれも解けました。また、妊娠され
ている方の腹部防護の必要性など講義を通
じて普段の日常業務での被ばく問題につい
て、考え直す良い機会になったと思います.

■時間半という短い時間で したが、講師
を務めていただいた方々のおかげで、とても
有意義なセ ミナーになったと思います。今
回の内容をこれからの業務に活かしていけ
るように努めていきたいです。

―
⌒

は
，

●矮一計
腋

へ
嚢
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乳房撮影技術研修会に参加して
由利組合総合病院 田 中 知 香

6月 2日 (上 )に 秋田大学医学部医学系
研究棟にて平成 30年乳房撮影技術研修会が
開催 されました。毎年恒例の研修会 とあっ
て、女性技師を中心にた くさんの会員が参
加されました。
はじめに、市立横手病院の村 [1千恵会員よ
り新 しく導入された PHILIPS社製マンモグ
ラフイ撮影装置について紹介がありました。
X線光子の数を直接デジタル信号として取 り
出すフォトカウント方式やグリッドを使わ
ずに散乱線を除去するマルチ スリット方式
など独自の技術が多 く採用された装置のよ
うで した。撮影時に管球が独特な動きをす
る点や支持台がカーブしている点などとて
も興味をもって聞かせていただきました。
次に、平鹿総合病院看護FiTの 武石優子先

生より「乳がん看護認定看護師の役割Jと
題 して講演があ りました。認定看護師の役
割は患者さんが治療について納得 し安心 し
て治療を進めていけるようにサポー トする
ことです。治療が進むにつれて副作用によ
る脱毛や術後の リンパ浮腫 といった身体的
変化に対する不安、治療にかかる費用など

金銭面の不安など様々な1済みが出てきます。
家族のこと、仕事のこと、将来のことなど個
人的な1脳 みも抱えます。どんなときも一方
的に考えを押し付けたりせず、患者さんの
考えや思いを聞くことを人事にし、その人
にあったサポー トを行うように気をつけて
いるそうです。その他に最近の乳がんにつ
いての動向として遺伝性腫瘍症候群や乳房
再建についても詳しくお話いただきました。
最後に、慶應義塾大学病院の根本道子先生
より「乳腺画像 conference」 と題して講演
がありました。マンモグラフィや乳腺エコー
の画像からどのような診断・手術が行われ
るのかいくつか症例を紹介していただきま
した。技師の経験から撮影するときのポイ
ントを、現在は医師として診断するとき注
目するポイントをわかりやす く教えていた
だきました。撮影した画像が術式やり」除範
囲まで与える影響は大きく、技師の責任は
重大だと改めて感じました。
今回の貴重なお話を参考に、これからも
日々の業務に気を弓|き 締めて取 り組んでい
きたいと思います。
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評 壇ξ聾評(勁30T731¨
【会員数】 359名 (正会員357名、名誉会員2名)賛助会員:23社

県北支部 :94名、中央支部 :177名、県南支部 :88名
※会員情報(住所・氏名。勤務先等)の変更は、日本診療放射線技師会のホームページにて手続きをお願い致します。
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今年のビンクリボンキャンペーンの
開催 日が決定しました。
●平成30年 10月21日 日曜日
●イオン大曲店(大ltU市不□含字坪立177)
女性会員はもちろん男性会員もふるってご参力Bく ださ
い 1開催時間、内容等詳細につきましては、ピンクリ
ボンキヤンペーン in attta 201 8ホームページをご覧
ください。

回 日 0日
■今年度も、皆様からのご協力により、情報誌 L
A丁 I TU D E40N通 巻66を発行することが
出来ました。広報委員会は、今期もメンバー交
代があり、新理事が3名加わり、総勢6名とな
りました。これから2年間よろしくお願いいた
します。また、引き続き原稿を募集中ですので、
今後もご協力のほど、よろしくお願いいたしま
す。 (田村)

‐
句偽R丁 30050年勤続表彰のお知らせとお詫び

O勤続表彰のお知らせ
」ART表彰規程において会員の永年(30年、50

年)勤続を表彰するとされており、例年11月ごろ
にその推薦を行つております。
表彰者推薦の要件は
(ア)診療放射線技師籍登録後、放射線技師業
務に30年以上(あるいは50年以上)従事し
た会員

(イ )本年度までに会費未納の無い会員
(ウ )」ART入会後′連続15年以上経過した会
員(再入会は新規入会とみなす)

(工)50年勤続表彰者はすでに30年勤続表彰を
受賞した会員

となつております。
今年度30年勤続表彰の対象となる会員は、技

師籍登録1988年 (昭和63年 )の会員です。例年、
対象となる会員には、はがきや電話にでご案内し
ております。表彰を希望される会員は」ARtt HP
トップページ/「各種様式」/「表彰推薦に必要
な書類」より「様式5」 をダウンロードし、履歴を
ご記入の上、以下までご郵送願います。
なお、こ提出後AARTにて推薦された会員は′

来秋に開催されます全国学術大会にて表彰される
ことになります。なお、当日出席できない方には

賞状と記念品が郵送されます。
また、過去に対象者(上記太字以前に技師籍を

取得されている会員)でありながら表彰を希望さ
れなかつた方でも要件を満たす方は推薦の対象と
なりますので、こ―報いただけますようお願いい
たします。

Oお詫び
AART会誌第55号 p26-27「 過去の表彰者」
2006年」ART勤 続30年表彰 二木 賢(ふたぎ
さとし)会員のお名前が記載漏れとなっており
ました。下記訂正の上、ご迷惑おかけしましたこ
とを深くお詫び申し上げます。

お問い合わせ :表彰委員長 谷□ 直人
〒010-8543
秋田市広面字蓮沼44-2
秋田大単附属病院 中央放射線部
Tel:018-884-6305
E― ma‖ :tani― rt@gipc.akita― ∪・
aC.lp


